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つけたい 

資質・能力 

 

Ａ 知識・技能 Ｂ 思考力・判断力・表現力 Ｃ 学びに向かう力・人間性等 

互いに気持ちよく生活す 
る意義を理解する 

互いによい集団を作るた 
めにコミュニケーション 
能力を身に付ける 

互いに尊重し、より良い自 
分や集団を作ろうとする 

 

【函南町教育基本目標】 
「生涯にわたる、学びを支える 

教育・文化づくり」 

基本構想 
１ 幼児教育・子育て支援の充実 

２ 学校教育の充実 

３ 社会教育の充実 

校訓 
ほんきで なかよく きまりよく 

児童の実態 
・のびのびと明るく素直 

・思いやりや優しさがある 

・異学年とのつながりが強く、学年を

越えて仲良く活動できる 

・自分の考えをもつことができる。 

・話し合い納得解を決めていくこと

に課題がある。 

保護者の願い・要望 
・努力して目標を達成する子 

・自分の考えを伝える子 

・自ら考え行動する子 

・相手の気持ちを考えられる子 

・集中して取り組む子 

学校の教育目標 

なかまとともに学び合う桑っ子 

重点目標 

認め合い高め合う子 

めざす子ども像 
① 互いの意見を尊重し、学び合う子 

② 互いを思いやり、仲間を大切にする子 

③ 自らの身を守り、たくましく生きる子 

出会いの 

ステージ 

協力の 

ステージ 

挑戦の 

ステージ 

自信と 

感謝の 

ステージ 

学習指導部 
＜重点指導項目＞ 
１理想を実現しようとする意欲をもって、主体的に学び
に向かい、個性や能力を伸ばす、自立した子の育成 

２対話や議論を通じて自分の考えを根拠とともに伝え
るとともに、友だちの考えを理解し、思いやりをもっ
て協力する子供の育成 

３感性を豊かに働かせながら、よりよい人生や集団の在
り方を考え、試行錯誤しながら問題を解決し、新たな
問題の発見・解決につなげていく子供の育成 

 
＜重点実施計画＞ 
・函南スタンダード Ａ  
・ステージ毎の学習ルール Ａ 
・道徳の授業 ＡＣ ・話し合い活動 ＢＣ 
・ＮＩＥ教育 Ｂ  ・普段の授業の充実 Ｂ 
・研修・桑村小スタンダードＣ  
・確認テスト Ｃ ・学級目標づくり ＢＣ 
・チャレンジアップブックスＣ    
・体力アップコンテスト ＢＣ 
 
＜評価項目＞ 
Ａ お互いに気持ちよく学習や生活をすることができ

た（90%） 
Ｂ お互いに伝え合い、分かり合ってより良い学習や生

活をすることができた。（90%） 
Ｃ お互いのことを大切にして、より良い自分や仲間を

作ることができた（90%） 

生活指導部  

＜重点指導項目＞ 
１理想を実現しようとする意欲をもって、主体的に学び
に向かい、個性や能力を伸ばす、自立した子の育成 

２対話や議論を通じて自分の考えを根拠とともに伝え
るとともに、友だちの考えを理解し、思いやりをもっ
て協力する子供の育成 

３感性を豊かに働かせながら、よりよい人生や集団の在
り方を考え、試行錯誤しながら問題を解決し、新たな
問題の発見・解決につなげていく子供の育成 

 
＜重点実施計画＞ 
・ＳＳＴ ＡＢ   ・「さん」づけ運動 ＢＣ 
・桑っ子のきまり Ａ・あいさつ運動 Ａ 
・縦割り活動 ＢＣ ・原生林探検 Ｃ 
・運動会 ＢＣ   ・代表委員会、委員会 ＢＣ 
・キャリア教育 Ｃ 
・はがき新聞 Ｃ 
・ステージ毎のめあての設定 Ｃ 
  

＜評価項目＞ 
Ａ お互いに気持ちよく学習や生活をすることができ

た（90%） 
Ｂ お互いに伝え合い、分かり合ってより良い学習や生

活をすることができた。（90%） 
Ｃ お互いのことを大切にして、より良い自分や仲間を

作ることができた（90%） 

Ｐ

 

Ｃ 

Ｄ 

より良い教育を話し合う 
・学校応援団会議（学校運営協議会） 

・教育課程編成会議 ・職員会議 

・ＰＴＡ役員会 

Ａ 地域 
・桑村道場 

・ドリームステージ 

・学校応援団 

・野菜の栽培 

家庭 
・授業参観 懇談会 

・保護者面談 

・ＰＴＡ活動 

Ｐ

 

Ｄ 

Ｃ 

国の教育の方向性 
新しい時代に必要となる資質・ 

能力（生きる力）の育成 

 

県の教育目標 
有徳の人の育成 

１自らの資質・能力を伸張し、 

個人として自立した人 

２多様な生き方や価値観を認め、人

との関わり合いを大切にする人 

３社会の一員として、よりよい者会

作りに参画し、行動する人 

Ａ 

【心身ともに、元気あふれる先生】（働き方を再点検） 
○適正な勤務時間（週 1回の定時退庁日の設定と徹底、電話対応時間の設定、校務支援システムの活用） 
○チーム桑村（校内研修の充実、問題行動等への複数対応、学年団の連携、会議を通しての業務精選） 


